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研究成果の概要（和文）： 

 

現代インドにおいて、ガバナンスと資本の作用は急速に草の根へと浸透しており、それに呼応

するように、下からの諸下層民の政治経済的な主体化も進展しつつある。両者の動きは、矛盾を

含みながらも、相互補完的に進展している。こうした動きを支えているのは、多様な主体の参加

機会を保障しようとする、民主的諸制度であり、そのなかで、諸下層民は、在来の価値や社会関

係と、民主制の理念と制度を創造的に媒介し、グローカルな現実的状況で自らの主体性を発揮で

きるようなヴァナキュラー・デモクラシーの構築を模索している。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 

The effects of governance and capital are rapidly penetrating into grass root levels in 

India today. At the same time, there is growth and strengthening of politico-economic 

agency of various subaltern groups and minorities. Although these trends involve 

contradictions and conflicts, it is important to consider them as parallel and 

complementary developments. The current developments are supported by democratic 

institutions that guarantee opportunities for political participation by diverse agents. 

Subaltern groups and minorities are searching for ways to exercise their agency in the 

contemporary glocal context by articulating and constructing a vernacular democracy that 

creatively mediates values and social relations in the lifeworld with democratic ideals 

and institutions.        
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１．研究開始当初の背景 
 

 従来の民主主義や民主化の研究は、国家学

の系譜を持つ政治学が主流を占めていたこ

ともあり、国家政治の制度や理念に焦点をお

くことが多かった [e.g. R.ダール 2001 年

『デモクラシーとは何か』 ]。世界の諸地域

の固有性に即しつつ、人間の主体性発揮とい

う普遍的価値に根ざした民主主義は、いかに

実現できるだろうか。この現代的かつグロー

カルな課題を実現していくためには、諸地域

の社会と文化に対する深い理解をもちなが

ら、同時に、人類社会の普遍的な構造と価値

に対する洞察を深めてきた人類学の知見を

生かすことが求められている。 

 
２．研究の目的 
 

本研究の目的は、ヴァナキュラー・デモクラ

シーという観点から、グローカルな民主主義

の実践と思想について考察を行い、人類学の

視点から、民主主義に関する政治哲学をその

根本から再検討することにあった。その主眼

は、世界的に多様な民主主義のかたちを民族

誌的な観点から明らかにすること、現在新た

に築かれつつある民主的な社会運動のネッ

トワークを描写すること、そして、そうした

経験的事実に立ちながら、民主主義の実践と

理念を、西洋主導の国家学の桎梏から解き放

ち、人類学の観点から真の意味で地球社会に

とって普遍的な実践哲学へと磨き上げるこ

とにあった。 

 

 本研究の意義は、グローカルな世界におけ

る民主主義の意義と民主化の過程について、

人類学的視点から抜本的な再考を迫ること

にある。本研究においては、在地の文化資源

と民主主義の精神を接合するヴァナキュラ

ー・デモクラシーとグローカルな民主主義の

新たなネットワークの展開に注目すること

で、通常の自由民主主義の枠組みを超えた民

主主義の諸形態の可能性をみようとする点

で、人類学からの政治哲学の根源的な問い直

しの契機を提供できるだろう。 

 

３．研究の方法 
 

 本研究は、日本での文献研究およびインド

でのフィールドワークをつうじて行う。また、

諸地域の専門家との議論を進め、私の考える

ヴァナキュラー・デモクラシーおよびグロー

カルな民主主義のネットワークという枠組

みを理論的に深めるために、積極的にインタ

ーディシプリナリーかつ国際的な学術交流

をなす。インドにおける現地調査では、イン

ドの研究者の助けを借りつつ、インド各地の

村落や都市を訪問し、そこにおける政治活動

および社会運動の実際を参与観察する。 

 

 
４．研究成果 
 

(1)2009 年度： 

主に関連の文献資料を収集し読解を進め

てきた。その過程でヴァナキュラー・デモク

ラシーの概念を、人類学と政治学を架橋して、

どちらのディシプリンを専門とする人にも

分かりやすいものとなるように。より普遍的

なものへと鍛え上げる努力をした。またイン

ドにおけるフィールドワークを 8月に行った。

インドにおいては、インド・オリッサ州の村

落自治体の運営の実態をサーベイした。大幅

な権限委譲と財の再分配を得て、村落自治体

および地域社会は大きく変容しつつある。地



域社会の変容を、インド全体および世界全体

のグローバル化の現象とどのようにつなぎ

合わせて理解するかがポイントとなるであ

ろう。 

 

(2)2010 年度： 

主に関連の文献資料を収集し読解を進めて

きた。またインドにおけるフィールドワーク

を 8月に行った。インドにおいては、インド・

オリッサ州におけるニヤマギリのボーキサイ

ト開発をめぐる問題について調査をした。グ

ローバル企業、地元トライブのドングリア・

コンド、中央政府、州政府、社会運動家、NGO

など利害関係と価値観の異なるさまざまな主

体がどのようにからみあっているのかについ

てサーベイした。現代インドの民主主義の活

況は、従来は周縁化されてきた下層民を含む

多元的な主体が、少しずつ声をあげられる状

況になっていることと関わっている。ただし

資本と権力の都合が優先される現状のなかで、

彼らの声がどのていど実際に聞かれるように

なっているのかは、慎重な検討が必要だろう。

こうした問題をめぐるグローカルな民主主義

のありかたを理解するには、ネットワークの

全体をできるだけ丁寧に追いかけていくこと

が必要になるであろう。 

 

(3)2011 年度： 

調査については、オリッサのいくつかの県

をサーベイした。特に、1992 年の地方分権化

によって大幅な権限を有するようになった

村落自治体の運営の実態を調査し、またさま

ざまな政治社会運動の運動家に会ってイン

タビューを行った。特に興味深かったのは、

外部資本の導入による鉱山開発や工場設立

を巡って、全国的な議論と運動が展開してい

たことである。これはグローバル市場と地域

社会が接合する過程において、現地住民や市

民が一方的な受け身にあるのではなく、政治

過程やメディアや社会運動を通じて声をあ

げる政治経済的主体として現出しつつある

ことを示している。調査の過程では、「民衆、

人民」(loka, people)ということばがしきり

に聞かれ、この「民衆、人民」とは誰か、誰

が公共領域への参加権を有するのか、また発

展・開発は誰のために誰が行うのか、という

ことが論争の焦点になっていることが確認

された。また現代インドにおいて、地域社会

の価値や社会関係とグローバル経済をいか

に結ぶかという問題に即して、ヴァナキュラ

ー・デモクラシーという民衆参加の民主政治

が新たに活性化していることが確認できた。

これは地域に即したあらたな民主主義のか

たちが生まれつつあることを示すと考えら

れる。 

 

 本研究プロジェクトの全体を通じて、ヴァ

ナキュラー・デモクラシーという視角の有効

性を確認できた。現代インドの下層民は、グ

ローカル化する新たな世界のなかで、自らの

生存を確保し、生活向上するための機会と場

を獲得することを求めている。そうした動き

は、地域の固有の発展径路に根ざしながら、

同時に、グローバルに展開しつつある資本や

ガバナンスの働きに呼応するものである。そ

こにおいて、地域の生活世界に根ざした固有

の実践と言説の様式と、民主主義の制度と精

神とを、相互影響のうちに実践的に架橋する

ヴァナキュラー・デモクラシーがさまざまな

様態において展開している。この動態におい

て、新たなるグローカルなネットワークが形

成され、人々が自らが生きる関係性を再構築

する可能性が現れていることが注目される。 
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